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紘 .じ め に

わがままで依親心が強 く､長期間の闘病生活吾送 った患者さんの看護について一症例をのべま

す○

恩 者 紹 介

氏名 ○原○さん 58才 男性

耽姿 飲食店経営

病名 結核性腹膜炎

同胞 男ばか り4人兄弟の末子

現在の家族構成

本人 安 15才女児 他同居人多数

性格

あまえ､依額心が強い､お人良しで神経質

現症状及び経過

昭和 50年 2月感冒にかか り肺炎と診断され某病院に入院o抗生物質等の与集を受けるも､弛

張熱が続 き精査 目的にて､5月第-円科に入院.種々の険査施行するも診断確定せず､一時は敗

血症 を疑われた苺 もあり｡狙汁より結核菌証明され抗結核剤使用されたoしかし体温は弛張熱が

続 く.その後腹部に腫癌が認められ､注腸′ミリウム 施行､盲腸周囲膿癌を疑い､第二外科転科

となE)手術の結果､結核性腹膜炎と診断され翌日､中7階病棟に転皇となる｡手術後解熱傾向に

あ りましたが､低血圧､長期間の闘病生活､ステロイ ド剤C)敵脱症候群によるものと思われる喝

気､喝吐､頭痛､佑怠感､食欲不振等の症状持続する｡全身状態の改善及び副腎較能の維持､食

欲増進を自由として､再びステロイ ド剤が使用される｡堰 気､唱吐､食欲不振等徐々ではあるが

改善されるも､相変 らず頭痛､倦怠感の訴えが多 く､精神的な要素が六 きいと考えられたO トフ

ラニールを指示されました｡その後訴えも少な くなり精神的にも落ちつ き､6月 5日過完とな り

ま したO

自立-の援助

Ⅰ 名脚 が恢復すれば退院 と言わTLていましたが､曝気､鳴吐､改稿､良欲不振､全身俺怠感等

の訴えが頻回で､たとえば頭痛を訴え鎮痛剤を与薬するも､5分 もたたない うちにブザーが鳴る

とい う状態が続 くo

o この注射は 15-50分しないと効果が現われませんよと説明する0
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o世間話し等をして気をまざらわす｡

o頭部の冷湿布o

o頭部､現部のマッサージ等っ

以上の様な働きかけをしている間は気がまざれているが､スタッフがベッドサイドより離れると

再び訴えが多かった｡

考察

スタッフが常にペ ットサイドにいないと､不安感が強く､す ぐブザーを鳴らすO付添がいるに

もかかわらず､ナースが付添 っている状態が続 く｡その為に甘え､依頼心､わがままが強 くてる､

患者の要求にす ぐ応えたことは反省すべき点で した｡

Ⅱ 創部の快復 も良く医師より離床を勧めるも太^は消極的である｡そこで訴えが多いことと､

気分転換をも含めて喜椅子での散歩を勧めてみました｡初めは傷口に対しての不安､起き上ると

曝気､旺塁等の症状強 く全 く動 く意欲はありませんでしたO医師と付添さんと話し合い､険査の

結果も異常がないから､ この位の運動はさしつかえ夜い､又傷口さえ良くなれば外果始発が出実

る､ベット上の生活は勉の臓器にもよくない革を話し励まし連動するよう働 きかけました｡又看

護上付添者を昼間a)み托してひとりにする時間を長 くしてみました｡又他の患者さんにも､個室

でしたが通 りかかったら声をかけたり､気分の良い時は ｢と｣｢将棋｣などして協力してもらい

ました｡その結果他の恩者さんと接することにより､ 自分よりもっと苦しんでいる人達がいる等

を知った棟でした｡

｢痛い写ばかりが苦しいのではないんだね｣｢以前は40度の高熱が出てもがまんできたが､手

術後はがまんできな くなった｣と色々の話しが開かれましたo

｢短時間で も歩いてみましエう｣｢喜椅子で散歩してみましょう｣となるべ く部屋より出る革を

勧めました｡傷口を卦さえながらも喜椅子にて散歩なする様になりましたo

考察

手術をすればす ぐになおると言われてきたが結核性であり､腹部にドレーンが5本 も挿入され

てなかなか抜去できず､それらも含めて意欲を失った患者さんに強く働きかけたことが良かった

と思いました｡

Ⅲ 4月20日より8人部屋に転室するO他の患者さんにつられ､更に食欲 も増し身心共に余裕

が出て きましたo散歩 もする様になり､同室者 と共に副食を作り間食量も増えてきました｡

考察

副食を作るということに問題 もあると思いますが､食事が進む托つれ意欲的になったことは長
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かったと思いました.

まとめ

訴えの多い､わがままな患者さんを看護してみてこれで十分だと思いませんが､再び悪化させ

ない板 に自宅絞壷において同じ気持て耐えめ くことを話 したり､お互いの信顔関係が出光た昂は

良い経験になりました｡

長期闘病生活の心理状態等た くさん学びとることができました｡
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